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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・医療福祉学会の抄録提出について
　9月15日（火）が提出締め切り日となっているため、期限厳守で提出すること。
・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・納涼会について
　9月14日・16日・17日・18日で実施。4日間に分散して実施する予定。
青陽館は16日、遅番や16日の不参加者は18日。

　詳細は掲示板で確認すること。
・8月分の日誌と電子カルテの出欠等の確認を医事の請求に間に合うように行うこと。

　

＜書類等の作成及び点検について＞
・10月分の医師評価が必要な疾患別診療計画書は9/25（金）までに鳥谷部に提出の事。

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜祝日プログラムについて＞
　デイケア：豚汁・ジャーマンポテト
　デイナイトケア：和菓子（どら焼き、まんじゅう）

＜利用者様情報＞

デイケア
・長谷川　陽一様～本人より電話があり、「足が痛くて休みます。」と話している。詳細を確認すると、急に両膝が痛くなり歩けなくなった為伯父の送迎で整形外科へ通院しているとの事。病名について、はっきりと説明されていない為「分からないです。」と返答している。定期的に通院し、症状が軽減した際はデイケアを利用して欲しいことを伝え、終話している。
・中村　与一郎様～表情は穏やかだが、スタッフへ「夜あまり眠れない。頭が潰れる感じや膝の裏が怠い感じがします。」と話し掛けがある。薬剤調整後は日中の気分は落ち着いているとの事。グループホーム世話人と話し合い、様子を見ながら臨時受診を検討する事としているが、世話人へ電話し、上記症状を伝えた後に当院へ架電し外来看護師へ相談している。薬の副作用については薬剤師が詳しい為確認するように助言を受け、午後より電話してみるとの事。会話の中で父様の死や財布を無くした事、仕事を辞めた事を「一気に悪いことが重ねって調子崩したんです。」と話している。午前中は膝の裏の怠さを訴えていたが、昼頃には「良くなってきました。」と話し、他利用者様と交流を持ち過ごしている。
デイナイトケア
・古舘　正行様～青風荘より情報提供あり。帰荘後より傾眠が継続して観察されておりス
タッフの声掛けでは反応が薄く体を揺さぶって起こしているとのこと。疎通性悪く表情硬さが観察されていたとのこと。本日来所時、左鼠径部を押さえており、青風荘スタッフが手を引いても動こうとしない様子が観察されている。左鼠径部の痛みを訴えてくることはないとのこと。本日のデイナイトケアでは、運動療法には休むことなく参加することが出来ている。作業療法中に左鼠径部を押さえ、顔をしかめる様子が観察されているが、痛みの訴えは聞かれていない。
ショートケア
・川村　拓郎様～本人より電話があり、診察時にデイケアの回数を増やすことの意図なの
か確認した際に、運動がメインではなく、デイケアに通い生活リズムを
整えることが重要であると主治医より説明受けたとの事。前回、エアロ
ビを見学し取り組んでみようと思ったとの事で今後は利用日を月・水へ
増やしたいと話している。体調を見ながら取り組むように助言し、終話
している。
